
 

 ▽募集人員：50名(男女共学) ▽応募資格：①1ヵ年以上漁業に従事し、または漁協系

統団体に勤務中の者 ②高卒者(平成16年3月末までに卒業見込み者を含む)またはこれ

らと同等以上の学力を有すると認められる者 いずれも漁協系統団体の推薦が必要 ▽

応募期間：平成15年12月1日(月)～平成16年1月17日(土) ▽応募先：出身地域の漁連会

長宛 ▽入学選考料：3万円 ▽提出書類：入学願書、成績証明書、健康診断書、推薦書

(系統団体) ▽選考：平成16年2月13日(金)10:00～ 応募手続きを提出した連合会で書

知識と教養を高め、女性部活動の充実を図ることを目的に毎年開催されています。 

 研修会では、山本会長の挨拶に続いて、内浦漁協原田正敏組合長の挨拶の後研修が行

われ、「養殖マアジの商品開発の経過について」と題して、内浦漁協・県信漁連杉山正憲

内浦支店長の講演が行われた後、引続き「養殖マアジの鮮度保持技術と非破壊迅速測定

器による脂肪含有量測定の実演」と題して、県水産試験場利用普及部山内悟主任研究員

より講演が行われました。 

 引続き本会購

 二日目は、宿

号の視察見学を

３．全かん水・

 全国かん水養

り、内浦漁協地

いました。 
類審査、小論文、面接 ▽入学発表：平成16年2月20日(金) ▽問合せ先：同校 住所・

千葉県柏市豊町1-4-5 TEL・0471-44-88125 

６．諸会議日程(10月28日(火)～11月10日(月))           －既報分省略－

11月4日 (火) 県漁業信用基金協会＝監事会 (県水産会館) 

11月5日 (水) 県漁業信用基金協会＝理事会 (  〃  ) 

  〃    県漁業共済組合＝監事会 (共済組合事務所) 

11月10日(月) 県漁船保険組合＝監事会 (県水産会館) 

買部より、環境にやさしい「無洗米」の商品紹介、説明が行われました。

泊地の大瀬神社周辺や今夏オープンした人工海水浴場、スカンジナビア

行いました。 

県かん水協会消費者団体と意見交換実施 養殖魚の安全性をＰＲ  

魚協会では、去る10月7日県かん水養魚協会(原田正敏会長)の共催によ

先の養殖生け簀を視察するとともに生産者と消費者間で意見交換会を行
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 参加者は、内浦漁協から2隻の遊漁船に分乗し、木負沖のマダイ・ハマチの養殖生け簀

を視察し、生産者から魚の養殖方法や、管理などの説明を聞きながら実際に配合餌料(ペ

レット)を魚に与えるなど、なかには自らも配合飼料を口にしている人もいました。 

参加者は約1時間をかけて船上からの見学を済ませた後、昼食を兼ねて養殖魚(マア

ジ・マダイ・ハマチ)の刺身や焼き魚などを試食しました。 

 引続き、2グループに分かれて「養殖魚に求められる安全・安心とは何か」をテーマと

して消費者代表(生活協同組合・主婦連合会他)と生産者(県かん水養魚協会・県栽培漁業

センター・内浦漁協女性部他)と食の安全性や養殖履歴書添付などについて意見交換会を

行いました。 

４．インターネット通販ショップ 「静岡おさかなバザール 旬鮮」開店 －販売部－

 本会販売部では、本県の特産品を広くアピールし情報発信を行うとともに安全で安心

な水産物を消費者に供給できるよう、ホームページにインターネット通販ショップを今

月から開設しました。 

 店舗名は「静岡おさかなバザール 旬鮮」で、旬、新鮮、安心・安全にこだわり、食

べて美味しい“旬”をキーワードに商品を毎月入れ替えながら、各月10商品の品揃えで

県特産の鮮魚や水産(食品)加工製品を直販します。支払方法は、代金引換え(コレクトサ

ービス)のほか、クレジットカード(主要9社)が利用できます。 

10月の商品としては、伊豆沿岸産伊勢エビ(活魚)、石廊イカ沖朝漬け(冷凍)、釣りタ

チウオ(鮮魚)、沼津ひらきセット(冷凍)、駿河湾産サクラエビ釜揚げ(冷凍)、鮮魚お任

せパック(鮮魚)、伊豆ひじき(乾燥)などを掲載し、お中元・年末年始の贈答用としてギ

フト対応ができますのでアクセスしてみて下さい。 

▽ホームページアドレス＝http://www.jf-net.ne.jp/sogyoren/ 

５．全国漁業協同組合学校 平成16年度学生募集のお知らせ 

 全国漁業協同組合学校(千葉県・柏市)では、このほど平成16年度(第65期)学生募集要

領を次のとおり公表しましたのでお知らせします。 

１．第55回全国漁港漁場大会開催される 

 去る10月16日、佐賀市の佐賀県総合体育館で第55回全国漁港漁場大会が、本県からの

鈴木藤一郎県漁港協会長(伊東市長)をはじめ漁業関係者51名を含め、全国から約2,700

人の大会関係者が出席し盛大に開催されました。 

今大会は、全国漁港漁場協会に改組されてから初めての大会となり、「漁港漁場整備長

期計画並びに漁港海岸事業の着実な推進と平成16年度予算の確保」の議案が採択されま

した。 

 大会は、百武豊佐賀県漁港漁場協会副会長の開会宣言のあと、坂井淳全国漁港漁場協

会会長が主催者を代表して挨拶し、次に田原文夫水産庁長官ほか水産議員並びに植村正

治全国豊かな海づくり推進協会会長(JF全漁連会長)がそれぞれ挨拶をしました。 

 続いて、主催県の古川康佐賀県知事が歓迎の言葉を述べた後、議事に入り議長に渡邊

清磨佐賀県漁港漁場協会会長を選出し、吉田多枝子県女性連会長が「わたしたちは、沿

岸域の豊かな自然環境を守り育てます」と大会アピールを宣言し、さらに持続的漁業生

産のための漁港漁場の整備、安全・安心な水産物の生産供給体制の整備、美しい漁村づ

くり、漁港漁村における防災・危機管理対策の推進の決議が満場一致で採択されました。

 この後、次回開催地である本県鈴木藤一郎県漁港協会長の挨拶の後、坂井俊之佐賀県

漁港漁場協会副会長が閉会を宣言しました。 

２．県漁協女性部幹部研修会開催                  －県女性連－

 県漁業協同組合女性部連合会(山本節子会長)では、45名の女性部員等が参加し、去る

10月17～18日内浦漁協他で平成15年度漁協女性部幹部研修会を開催しました。 

 この研修会は、漁協女性部の幹部部員を対象に、漁村女性のリーダーとしての幅広い


